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腺様嚢胞痛における E-カドヘリンと α田カチニンの発現

一光顕と電顕による免疫組織化学的研究一

神戸大学医学部口腔外科学講廊(指導:島田 桂古教授)

李 進 彰， 延 治

(平成10年 1月28日受付)

要約

ヒトの口唇腺と口腔原発腺様嚢胞癌における E酬カ

ドへリンおよびαmカテニンの発現を免疫組織化学的

に光顕と電顕で観察した。光顕的に，口唇腺の腺跨や

導管では細胞同士の境界線上にE-カドヘリンと α，カ

テニンの免疫反応、が認められたが，管腔聞や基底面に

は認められなかった。腺様震胞摘では筒状型，管腔型，

紫状型のすべてにおいて，細胞問士が接する境界線上

にEωカドヘリンの反応が見られたが， αωカテニンの

皮応は筒状型では減弱していた。電顕による観察では，

口唇腺の腺房や導管を構成する細胞は，外側面では接

着複合体やヂスモゾーム，指状突起販合によって互い

に結合しており，基底面では指状突起販合で筋上皮細

胞と結合していた。そしてE-カドへリンの免疫反応

は細胞同士が接する細胞膜に沿って一様に発現してい

た。締状型，管腔型，索状型のすべての腺様難胞描を

構成する細胞は，大型の不整な核と狭い細胞質を持っ

ていた。このうち管腔型では指状突起厳合と多くのデ

スモゾームで細胞同士が結合していたが，筒状型では

細胞突起の先端だけで，索状型では平滑な面と少数の

デスモゾームで細胞問士が結合していた。これらの癌

細胞にも細胞膜に沿ってR岬カドへリンの発現が認め

られた。腺様糞胞癌の中でも特に餅状型や索状型は浸

潤や転移を起こしやすいと言われている。 R削カドヘ

リンはカテニンやアクチン細糸との相五作用を過して

細胞同士の接着能を発揮し癌細胞の浸潤性や転移能

を決定するよで重嬰な役割を演じていると考えられて

いる。今回の観察結果は，腺様轟胞癌の細胞膜上に発

現している E-カドへリンが，細胞聞の舘な接合を生

み出す上で十分に機能していないことを示唆してい

る。

緒雷

各種の接着分子を介する細胞問士，あるいは細胞と

細胞外基質との接着は，組織発生や器官再生のみなら

ず，細胞の生理機能にも重要な役割を演じている。例

えば増殖や分化，溜動，移動など，細胞の基本的活動

には細胞同士あるいは細胞明細胞外基質の接着が重要

な意味を持っており，接着分子を介した細胞内情報伝

連機構がこれらを制御していると考えられている 1)o

接着分子の中でも1977年に竹市2)によって発見された

カドヘリンは，膜の裏打ち蛍自であるカテニンを介し

て細胞内のアクチン細糸と繋がっており， c伽依存性

の同種選択的接着因子として，上皮細胞同士の接着に

重要な働きをしていると考えられている。さらにカテ

ニンはα，s， rの3つの分子種に分類される 3)。

癌細胞が浸潤したり転移するときには，痛細胞が原

発巣から解離しなければならない。この解離には上皮

細胞の接着帯 zonulaadherensに存在する E柵カド

ヘリンの機能異常が叢要な意味を持っていると言われ

ている4，5，6.7)。口腔腫癖のうち，扇平上皮癌における

B削カドヘリンの発現と痛細胞の浸潤や転移との関係

を調べた報告は多い。榊ら8)は4型に分類されるび漫

性浸潤様式を示す症例では， E-カドヘリンの発現が

減弱し，かっ不均一な発現を盟する傾向があると報告

している。また E-カドヘリンの発現が滅弱したり消

失したものでは，所崩リンパ節への転移が起きやすい

と報告している9，10)O さらに最近ではE欄カドヘリンだ

けでなく， αーカテニンの発現をも口腔崩平上皮癌の

予後に結び、つけて考察した報告も見られるω。しかし

急速に増殖し早期から浸潤・転移を起こす腐平上皮

痛とは違って，増殖が比較的緩慢で長期の経過をたど

る腺様難胞癌における E-カドヘリンの発現様式を報

しているのは Yamadaらだけである12，ゆ o そこで

Key words : Adenoid cystic carcinoma (腺様嚢胞癌)， E-cadherin (ιカドヘリン)， α-catenin(αーカ

テニン)，日lectronmicroscopy (龍子顕微鏡)， Adhesion molecule (接積分子)
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今回われわれは， 2例のヒト正常唾液腺(口唇腺)と

5例の口腔原発腺様難胞癌を用いて E-カドヘリン

およびα胸カテニンの発現を免疲組織化学的に光顕と

噂顕で観察し，腺機農胞掛の臨床像と B岨カドヘリン

の発現との関係を検索した。

材料と方法

(1) 症例

本研究では，下口構粘液難胞の手術時に採取した 2

例の下口唇腺(表1)と 5例の腺様嚢胞癌を用いた。

腺様鷺胸痛組織は1995年--1997年の 3年聞に，神戸

大学医学部附属病院口腔外科およびその関連施設を受

診した口腔原発の新鮮疲例から得られたもので，原発

部位は口底 l例，口蓋 1例，下顎歯肉 1例，上顎歯肉

2例であった(表 2)。なお TNM分類は1987年の

UICC分鎖に従った。

1 対象症例(下日韓腺)

疲例 年齢 性別 部 位

8 男 下口鶴

2 40 女 日韓

表 2 対象症例(腺様嚢胞癌)

症例 年齢 性別 原発巣 TNM分類主な組織型 後

A 59 男 日底 T2NOMl cribriform 担癌生存

日 37 女 上顎歯肉 T2NOMO cribriform NED 

C 46 男 日葦 T4NOMO tubular NED 

D 46 男 下顎歯肉 T4NOMO trabecular NED 

E 78 女 上顎歯肉 T4NOMO trabecular N日D

(2) 組織の採取と固定

手術時に得られた下口属腺および口腔原発の腺様聾

胞癌組織を，採取後直ちに 1mM CaC12と8%煎糖

を加えた燐酸緩衝化食塩水 CPBS: pH7.5)に溶解し

た4%パラホルムアルデヒドの中で4時間， 40Cで没

漬悶定した後，さらに 1mM CaC12を加えたトリス

緩衝化食壇水 CTBS-Ca; pH7.5)に溶かした10%，

15%， 20%， 25%の熊糖液にそれぞれ4時間， 40Cで

漫潰して氷品防止を行った。そして凍結組織飽埋材

COCT embedding medium， Mils St. Louis， Mo， 

U.S.A.)に包埋し，約-400Cのアセトン・ドライアイ

スで急鴻凍結し，クリオスタットで約4μmの凍結切

片を作製して，シラン Csilan)を塗布したスライド

グラスに貼付した口

(3) 免疫染色の方法

免疫染住は， E-カドヘリン染色の場合，一次抗体

としてEωカドヘリンのN末端(細胞外領域)を認識

するそノクロナール抗体HECD-1C窓酒造株式会社)，

二次抗体として HRPで標識した抗マウス IgG抗体

CAmersham社)奇用いて，間接静素抗体法で行っ

た。 αーカテニン染色の場合，一次抗体として α“カテ

ニンのC末端アミノ酸部分ペプチトKLH複合体を

認識するポリクロナール抗体αーカテニン(室酒造株

式会社)，二次抗体として HRPで標識した抗ラビッ

トIgG抗体 CTAGO社)を用いて，間接酵素抗体法

で行った。

スライドグラスに貼付した切片を 40Cで十分に風乾

した後，非特異反応を抑えるために 40Cで30分間

TBS-Ca Iこ溶かした 5%牛血清アルブミン (BSA)

に浸潰し， TBS心aで水洗した後， 1 % BSAを合む

TおらCaでE-カドヘリンの場合は1000倍に， α欄カテ

ニンの場合は100倍に希釈した一次抗体と 40Cで24時

間反応させ， TBS-Caで水洗した後，今度は TBS-

Caで20倍に希釈した二次抗体と 40Cで24時間反応さ

せ， TBS-Caで水洗した後， 50mM TBSに溶解した

0.05 % DAB (diaminobenziidine tetrahydro-

chloride)溶液に寮温で30分間浸潰し， さらに10分

間， 0.01%H202を加えた DAB格液に没潰して発色

した。そしてグリセリンに封入して光顕的観察告行っ

た。また， E-カドヘリン染色の場合は光顕観察を行っ

た後，スライドグラスに貼付した切片を 2%のオスミ

ウム酸で後固定し，アルコールで脱水した後，エポキ

シ樹脂 (Epon812，T AAB社)に包埋し， ダイヤモ

ンドナイフで絹薄切片を作製し，未染色のまま透過型

電子顕微鏡100-SX(日本篭子株式会社)で観察した。

なお対照実験として，切片を一次抗体を含まない，
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1 %BSAを含む TBS-Caに投潰した後，二次抗体

と反応させて，同様の発色反応、を行った。

結果

1. ヒト正常口唇腺における Eωカドヘリンおよび α

カテニンの光顕的観察

ヒトの口鶴腺は粘液腺細胞が優位で，少麗の紫液腺

細胞を含む混合腺である。腺内に存在する導管は単騎

立方~円柱上皮で，介在部や線状部は見られない。

腺房奇構成する細胞の基底側と外側の細胞境界に沿っ



てはっきりとした E-カドヘリンと α聞カテニンの免疫

反応が線状に認められた(写真 1A. 1 B)。しかし

細胞質の大部分を占める分泌頼粒には免疫反応は認め

られなかった。導管は腺房よりも強い免疫反応を訴し

ており，やはり外側の細胞境界に沿って特に強い E-

カドヘリンと αーカテニンの発現が認められたo この

所見は観察した 2例に共通していた。

2. ヒト正常日醤腺における E-カドヘリンの箇顕的

観察

篭顕による観療では，腺跨細胞や導管の細胞の他に，

腺騨を阻む筋上皮細胞の同定が可能であった。

多くの腺関細胞では，核は基股側に位讃し，核上部

の細胞質は多数の大きな粘液分泌頼粒によって占めら

れていた。細胞の外側面では，管腔直下lこ接着複合体

が存率Eし，ぞれ以外の部分ではデスモゾ…ムや多数の

指状突起飯合が認められた。また，基底側でも指状突

起販合によって，腺細胞の碁底側を包む筋上皮細胞と

接していた。

E幽カドへリンの免疫反応は，腺細胞の慕底側およ

び外側の細胞膜に沿ってはっきりと認められた(写真

2 A)。しかし基底部を占める細胞質や核， あるいは

核上部を占める分泌頼粒，管腔側の細胞膜には反応は

まったく認められなかった。また，腺細胞と基底膜の

聞に介在する筋上皮細胞は，腺細胞に面する側の細胞

膜に沿ってはっきりとした免疫反応を示していたが，

基底膜に面する側の細胞膜では免疫反応が陰性であっ

た(写真 2B)。

導管を囲む細胞においても，細胞同士が接する外側

の細胞膜に沿って強い丘削カドヘリンの免疫反応が認

められたが，核や細胞質，管腔に面した細胞膜にはまっ

たく認、められなかった。

3.腺様嚢胞癌における E“カドヘリンおよびαωカテ

ニンの光顕的観嬢

飾状型(痕例AとB)では，務組織の中に球形の費

胞が多数形成されており，数個の嚢胞が結合4臓によっ

てまとめられていた。各寝胞では小型の細胞が 2-3

扇震なって寝胞牒を閥み，頭胞腔は粘液様の物質で満

たされていた。この型では中等度~強い R嶋カドへリ

ンの免疫反応が嚢胞腔を聞む細胞聞に認められた

が(写真 3A. 3 B). αーカテニンの免痕反応は認

めないか，一部のみしか認められなかった(写真 3

C)。
管腔型(症例C)では腫療細胞が不規則に分岐する

管腔を取り囲んでいた。この症例では E-カドへリ

ン， α"カテニンの両者の免疫反応が，隣り合う細胞
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の境界線に沿って中等度に認められた(写真 4A. 

4 B)。
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索状型(症例DとE)で、は，細胞が索状に配列し，

管腔は形成されていなかった。この症例でも隣り合う

細胞の境界線に中等度~強い発現がE-カドヘリン，

αーカテニンの両者に認められた(写真 5A， 5 B)。

4.腺様難胞癌における E-カドヘリンの電顕的観察

飾状型(症例AとB)では，腫場細胞は不整形で，

不規則な細胞質性の太い突起を四方に伸ばし，隣り合

う細胞とはこれらの突起の先端だけで接していた(等

6 A)。従って難胞壁内lこも広い細胞間隙が認めら

れた。核も不整形で，細胞の大部分を占めており，細

胞質は狭く，分泌頼粒と思われる細胞内空胞は非常に

少なかった。 E-カドヘリンの免疫反応は細胞表面の

臓に沿って発現していたが，細胞質の提起の先端付近

には特に強い発現が認められた(写真 6B)。 しかし

嚢胞腔を聞む細胞膜には免疫反応は非常に弱いか除性

であった。これらの疲例では腺細胞の碁底側に筋上皮

様細胞と思われる細長い細胞があり，両者が面する細

胞膜にもはっきりとした免疫反応が認められた。筋上

皮様細胞の外側には比較的はっきりとした基底膜が形

成されていた。

管腔型(症例C)では，管腔を囲む細胞は密に配列

しており，細胞同士が接する面には少数の指状突起販

合と多数のデスモゾームが形成されており，細胞同士

の結合が強固であることを伺わせた。 E-カドへリン

は細胞同士が接する細胞膜に沿って一様に発現してい

たが，ヂスモゾームには発現していないか，非常に弱

かった(写真 7)。

紫状型(症例Dと日)では，細胞索内に不整形の腫

蟻細胞が比較的密に配列していた。核は不整形で，細

胞の大部分を出め，細胞質は狭かった。また，細胞聞

にはいくつかのデスモゾームがみられた。 E剛カドヘ

リンの発現は不均一で，膿やデスモゾームに中等度の

反応を示す細胞も見られたが，まったく示さない細胞

も多数観察された(写真 8A， 8 B)。

考察

カドヘリンはCa-依存性の細胞間横着に関与する糖

議自質で，発現する場所によって胎盤型 (p-型)，上

皮型 (E-型)，神経型 (N-型)，血管型 cv-型)な

ど数種類の亜分子に分頼されている。そのうち N-カ

ドへリンは神経組織に分布し，末梢神経系では軸索同

士，あるいは軸索とシュワン細胞が接する細胞膜に沿っ

て発現しており，神経の発生や再生において，軸紫の
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伸長や線維束形成などに軍要な役割を果たしていると

考えられている 14)。これらの亜分子は細胞同士が接す

る面にだけ発現し，細胞と細胞外碁質との聞には発現

しないと蓄われている8，15)。従って，カドヘリンは細

胞同hの接着を通して組織形態の維持や細胞間情報伝

達に重要な役割を演じていると考えられているω。ま

た，発生期や器官再生期lこは，他の接着分子と

細胞の遊定や組織形成などにも麓擦な役訓告演じてい

ると考えられる。

今回の観察で，主として上皮に発現する E-カドへ

リンは正常な口唇腺では，腺騰や導管の細胞同士が接

する外側細胞膜や，腺E詳細胞と筋上皮細胞が向かい合

う細胞膜に限局して発現しており，腺房や導管の細胞

の管腔面や，基底膜に聞する筋上皮細胞の細胞膜には

発現が見られなかった。このことは E-カドへリン

が唾液腺においても他の上皮組織と同様に，細胞聞の

接着を通して腺房や導管の形態維持や細胞問情報伝達

に盤饗な役割を演じていることをポ唆している。

組織の掛化に伴う巳ーカドヘリンの発現の変化と

の般性皮，例えば投潤性や転移性との関係は顕頭部踊

癖阿川や胃癌19，20) 食滋癌21， 2ぺ乳癌23，2ヘ肝癌籾，

子宮癌紛，勝脱癌27)など多くの癌で調べられており，

一般的に， E明カドヘリンの発現が弱いほど癒の浸潤

や転移性が高いと報告されている。口腔踊平上皮癌に

おいても， E-カドヘリンの発現が低している症例

では，早期から浸潤や所属リンパ節転移が起こりやす

いと言われている札 10111)O 編平上皮痛の細胞同士は多

数のデスモゾームで結合しているにもかかわらず，悪

性度が高いのはE-カドへリンの発現低下と密接に関

係している可能性がある。そしてこの E唾カドへリン

の発現低下は，カドヘリン遺伝子の変異や転写調節領

域のメチ jレ化などが原悶であると考えられている 4)。

さらに，カドヘリンは膜の裏打ち環自であるカテニン

やアクチン細糸との相瓦作用によってその接着機能が

発揮される。従って， α開カテニンの発現低下28)や，

s-カテニンのチロシンリン酸化4)によっても E-カ

ドヘリンの接着機能が低下し，癌細胞は浸潤や転移を

くなると考えられる。

して， E嶋カドヘリンだけでなくカテニンの発現と所

属リンパ節転移との関係を調べた報告がなされてい

る29)。これによると. E聞カドへリンが中等度発現し

ているもののうち， αーカテニンが発現しているもの

の方が，発現していないものに比べて所属リンパ節転

移率が低い傾向を示している。

腺様嚢胞腐は，臨床的には発宵が緩慢で長期の経過

をたどるものの，高率に局所再発や遠隔転移を起こす

ので，予後は械めて不良で、ある30-32)0 Perzinら33)は

(276) 

筒状型，

に分けそれぞれの10年死亡率を計算し，

3タイプ

と充実

胞巣型との聞には有意差が見られ，管腔型が最も分化

した型で予後も良いと報告している。また，山本ら34)

は腫蟻組織の増殖動態をS期細胞の増加，多倍体細胞

集団の存在. aneuploidyの出現を増殖能の指標と

みない腺機議胞嫡の組織別増嫡能は飾状2弘索状型，

充実型のJI闘に冗逃しているとしている。

口腔臆療における E-カドへリンの発現を電顕レベ

ルで観察した報告はほとんどないが，今回，われわれ

が行った観察では，腺様轟胞癌の 3つの型とも種々の

棋度の丘 ω カドヘリンの発現が認められた。このうち，

は他の型に比べてE刷カドヘリンの発現はや

や弱いように見えるが， この型では細胞聞によく

した指状突起販合や，多くのデスモゾームが観察され

た。従って， この型では細胞聞の結合が比較的強闘で，

このために浸潤や転移が起きにくいと考えられる。筒

状型では比較的強いE倒カドヘリンの発現が見られた

ものの，細胞同士は主として細胞突起の先端で接して

おり，デスモゾ…ムはほとんど観察されなかった。さ

らに αωカテニンの発現が減弱しており， このために

細胞聞の結合が非常に弱く，管腔型に比べて容易に浸

潤や転移を起こしやすいと考えられる。また，索状型

ではE-カドヘリンの発現が不均一で， ほとんど免疫

反応を;訴さない細胞も認められた。一般に索状型は来

分化な細胞で構成されており，増殖が速いために34)

と比べて予後が惑いと考えられる。また，加藤35)

や問中ら36)は微繊毛様突起の多さによって，口腔原発

扇平上皮癌の細胞活性が高まり，浸潤や転移の発生に

つながるとしている。今回われわれが観察した口腔原

発腺様嚢胞癌では，そのような所見は得られなかった。

今聞の観嬢結果は，腺様難胞臓の細胞膜上に発現し

ている E・旬、カドヘリンが，接着分子として十分に機能

していない可能性を示唆している。また E聞カドヘ

リンやα時カテニンだけでなく .s-カテニンやアクチ

ン細糸の発現も，癌の浸潤や転移を決める上で藁要な

;意味を持っていることが想像される。宵艦でも E-カ

ドヘリンの強い発現を示すものの中 、転移事をボ

すものがあるという報告がある 5) 従って今後，腺様

嚢胸痛についても，カドヘリンや αωカテニンだけで

なく .s-カテニン，アクチン細糸の発現を同時に観

察し，癌細胞の浸潤性や転移能との関係を検討する必

要がある。

結果

ヒト口唇腺と口腔原発腺様嚢胞痛における B句カド



へリンおよびαωカテニンの発現を，免疫組織化学的

に光顕と電顕で観察し以下の結果を得た。

1.光顕的に， ヒト口唇腺の腺房や導管では，細胞同

士の境界に沿って， E-カドヘリンおよびα削カテニ

ンの免疫反応が認められたが，管腔面や基底面には

認められなかった。

2.腺様嚢胞癌では，備状型，管腔型，索状型のすべ

てにおいて，細胞の境界線上に E-カドへリンの反

応が見られたが， α叩カテニンの反応は筒状型では

減弱していた。

3.電顕的に， ヒト口唇腺の腺房や導管を構成する細

胞同士は，外側面で接着複合体やデスモゾーム，指

状突起販合によって結合しており，基底面では指状

突起販合で筋上皮細胞と結合していた。 E帥カドへ

リンの免疫反応は，細胞同士が接する細胞膜に沿っ

て発現していた。

4. 腺様饗胞癌では，いずれの型においても大型不整

の核と狭い細胞質を持っていた。管腔型では指状突

起販合と多くのデスモゾームで結合していた。蹄状

型では細胞突起先端だけで，業状型では平滑な面と

少数のデスモゾームで結合していた。これらの細胞

膜にも E-カドヘリンの発現が認められた。

5.以上のことから，腺様嚢胞癌の細胞膜上に発現し

ている E-カドへリンが，細胞閣の密な接合を生み

出す上で十分に機能していないと考えられた。
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Expression of E-cadherin and α-catenin in the adenoid cystic carcinoma. 

-immunohistochemical studies by light and electron microscopy-

Shinshou RI 

Osamu TERANOBU 

Departrnent of Oral and Maxillofacial Surgery， Kobe University， School of Medicine 

(Chief : Prof. Keikichi SHIMADA) 

ABSTRACT 

Expression of E叩adherinand αゅ cateninin the normal labial gland and adenoid cystic 

carcinoma (ACC) was immunohistochemically examined. Light microscopically， the labial 

gland exhibited immunoreactivity (IR) for E“cadherin and α-ca tenin on the in tercell ular 

borders in the acinus and duct， but not on the luminal or basal borders. In the cribriform， 

tubular and trabecular types of ACC， the IR was detected on the boders between cells， but 

α-catenin was decreased in the cribriform type.日lectronmicroscopically， cells consti tu ting 

the acinus and duct of the labial gland were closely in contact with each other， on the late-

ral sides with junctional complexes， desmosome and interdigitations， and on the basal side 

with myoepithelial cells with the interdigitations. The IR was uniformly distributed along 

the cell membranes where cell-cell contacts occurred . The cells in all types of ACC had a 

large irregular nucleus and a scant cytoplasm. In the tubular type， they made contacts with 

esch other with the interdigitations and many desmosomes， while in the cribriform， only at 

the lip of the cytoplasmic processes， and in the trabecular type， with smooth surfaces and 

some desmosomes. These cells exhibited the IR along the cell membranes. It is said that 

they， especially in the latter two types easily invade and metastasize. It is also said that 払

cadherin whose adhesive function can be achived through the interaction with catenin and 

actin filaments plays critical roles to determine the potency of invasion and metastasis of 

cancer cells. The present study suggests that E-cadherin exprssed on the cell membranes of 

the ACC cells can not enough function to make close contacts between these cells. 
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1 : (A)ヒト40歳女性の口唇腺におけるEωカドへリンの免疫反応。導管 (D)

は腺爵 (A)よりもやや強い免疫反応を示している。導管や腺関では外側

の細胞境界や碁底部に線状の反応が認められる(矢印)。

(B) ヒト 8職男児の日韓腺における αーカテニンの免疫皮応。巳.カドヘ

リンと問機lこ導管 (D)は腺廃 (A)よりもやや強い免疫皮応、を示してお

り(矢印)，導管や腺房では外側の細胞境界や基底部に線状の反応が認め

られるo A : X 520， B : X 9800 
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2 : (A)ヒト40歳女性の口癖腺における E柵カドヘリンの免疫反応を示す電

顕像。

腺廃細胞の外側壁には指状突起販合がよく発達し，一様に強い免疫反応が

認められる(矢印)。しかし腺房内管腔に聞する細胞膜には免疫反応が認

められない(矢頭)0(日)腺勝の基底部の篭顕像。腺腸細胞 (A)の基底

側面は指状突組販合(矢印)によって筋上皮細胞 (ME)と接している口

細胞同士が接する面には強い免疫反応が認、められるが，基臆膜(矢頭)に

接する筋上皮細胞の膜には認められない。 N:;核， Sg:分泌頼粒 E

細胞外基質。 A: X 5，300， B : x 10，000。
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写真3:筒状型腺様嚢胞癌における

免疫反応。 ιカドへリン:

(A) 症例Ao(日症

例B。嫡細胞が饗胞腔 (C

S)を聞んでいる。中等度

~強い免使反応が嚢胞援を

作る細胞間(矢印)に認め

られるo α幽カテニン:

(C) 症例B。免疫反応

は認めないか。一部で反応

が認められる(矢印)0A: 

x 980， B: X 490， C: X 3 
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写真4:管腔型腺様嚢胞癌(症例C)における免疫反応。 (A)E-カドヘリン:管

腔壁を作る細胞聞に線状の免疫反応、(矢印)が認められる。 (B)α“カテ

ニン:E-カドヘリンと同様に管腔躍を作る細胞聞に線状の免疫反応(矢

印)が認められる。 A: x980，日:x9800 

(284) 



ヰ真5:索状型腺様嚢胞痛における免疫反応。 ιカドヘリン :(A) :症例D.(日): 

症例E。癌細胞は索状に配列し，管腔の形成は見られない。中等度~強い

免疫反応、が細胞間(矢印)に認められる。 α.カテニン:(C) :症例D.

(D) :症例Eo勝細胞は索状に配列し，管腔形成は見られない。細胞聞に

免疫反応(矢印)が認められるoA : x490， B : x980， C : x 650. D : 

x9800 

(285) 
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286 
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写真6: (A)筒状型腺様嚢胞癌に

おける E-カドヘリンの免

疫反応を示す篭顕像。難胞

躍を形成する細胞は細胞質

突起を四方に伸ばし，細胞

同士は突起の先端で接して

いる。日嗣カドヘリンの免

疫反応、は細胞膜(矢印)に

沿って認められるが，嚢胞

腔 (CS)に聞する細胞膜

(矢印)には認められない。

(B)強拡大像。癌細胞同

士は突起の先端(矢印)で

接しており，そこには特に

強い免疲反応が認められる。

N:核。

A : X 3，900， B : X 26，0000 

写真 7:管腔型腺様嚢胞痛における

E同カドヘリンの免疫反応

を示す電顕像。細胞同士は

多数のデスモゾーム(矢並00

で結合しており，免疫反応

は細胞同士が接する膜(矢

EP)に沿って認められる。

x 15，000。



8 : (A)索状型腺様禦胸痛における丘一カドヘリンの免疫反応訴す龍顕像。

細胞索は不整形の細胞で構成されている。一部の細胞は膜に沿って中等度

の免疫反応を示すが(矢印)，全く示さない細胞も見られる(盤印)0(B) 

:強拡大像。細胞同士が接する面(矢印)には免疫反応が認められるが，

それ以外の広い部分(矢頭)では，免疫反応が非常に弱い。 N:核。 E:

細胞外基質。 A: x7，900， B: X21，OOO 
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